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二
六
回

と
す
。
さ
れ
ど
も
貌
泊
援
は
夏
臆
な
れ
ど
も
、
冬
の

脆
に
勝
る
。
賛
赤
色
と
て
透
明
。
、
黒
採
は
さ
に
あ

ら
ず
。
黒
色
光
あ
る
は
是
慨
に
多
し
。
』
と
あ
る
。

タ
マ
ノ
ガ
タ
熊
野
方

m
羽
咋
郡
に
在
っ
た
地
名
。

腕
蹴
永
廿
四
年
十
周
二
日
二
隣
堂
出
羽
守
の
利
害
に
、

『
能
脅
凶
直
諮
保
之
内
熊
野
方
切
岩
新
聞
』
と
あ
る
。

後
附
の
熊
・
野
方
郷
の
名
は
こ
れ
か
ら
起
る
の
で
あ
ら

'ヲ。

熊
谷

タ
守
シ

タ
-
-

珠
洲
郡

E
院
郷
に

を

求

め

た

こ

と

が

あ

る

が

、

そ

の

成

果

は

明

ら

か

で

一

に

起

し

て

京

師

に

赴

き

、

後

に

党

高

の

部

倖

と

な

っ

一

な

い

。

一

た

。

残

年

不

滞

。

そ

の

子

採

は

絶

炊

し

た

。

一

ク

マ

サ

カ

ガ

ハ

熊

坂

川

江

泊

郡

熊

坂

領

水

ぼ

一

ク

マ

ダ

熊

田

能

楽

部

板

棒

郷

に

あ

っ

た

護

部

一

し

谷

か

ら

出

で

、

別

に

妙

高

谷

か

ら

出

た

も

の

を

併

一

務

o

J
タ
マ
ダ
ジ

y
ジ

ヤ

熊

m掛
川

枇

。

一

せ

、

大

聖

寺

の

山

間

町

領

を

経

、

大

塑

寺

町

を

遜

じ

一

ク

マ

ダ

タ

ン

ジ

ヤ

熊

田

紳

融

制

名

帳

に

能

美

一

て

大

型

寺

川

に

注

ぐ

。

こ

の

流

末

は

務

侯

民

館

の

前

一

榔

熊

川

跡

祉

が

あ

り

、

今

昔

物

部

の

加

賀

凶

誇

-

一

蛇

一

脅
過
ぎ
、
強
桜
の
用
を
な
し
て
ゐ
た
。
一
ク
マ
ザ
カ
チ
ョ
ウ
ハ
ン
熊
坂
長
範
揃
饗
水
の
一
蛾
-
烏
行
人
助
ν
蛇
住
v
・
品
約
に
熊
川
宮
と
見
え
る
。
一

ク
マ
ザ
カ
グ
チ
熊
坂
口
朝
食
義
景
の
感
朕
で
、
一
一
越
の
白
波
に
、
江
泊
都
大
山
市
寺
の
闘
門
脅
入
っ
て
右
一
も
と
能
尖
祁
菅
原
村
と
桜
村
と
の
聞
に
熊
川
村
が
あ
一

年
不
詳
卯
用
十
一
日
附
、
鳥
井
熊
法
師
宛
腕
の
も
の
一
遊
の
海
中
の
恩
を
熊
坂
七
郷
と
い
ふ
。
そ
の
巾
石
坂
一
っ
て
、
熊
川
制
祉
は
そ
こ
に
鎮
座
し
た
の
だ
が
、
寛
一
タ
マ
ノ
ガ
タ
ゴ
ウ
熊
野
方
郷
期
羽
咋
郡
に
鹿
し
、

に
、
『
去
用
十
三
日
加
州
凶
徒
獄
到
金
津
上
野
、
於
熊
一
に
襟
布
が
あ
っ
て
、
こ
の
所
に
熊
坂
長
飽
が
生
ま
れ
一
永
巾
手
取
川
の
洪
水
に
流
失
し
た
。
そ
の
時
邑
民
は
一
務
政
時
代
で
は
、
領
家
七
海
・
生
前
・
牛
下
・
縞
・
捕
・
一
一
一

坂
口
合
戦
時
、
実
奥
一
左
衛
門
尉
討
死
。
首
一
小
者
一
た
と
の
口
仰
が
あ
る
こ
と
や
・
記
し
て
ゐ
る
o
自
認
波
一
育
際
村
に
移
り
、
菅
原
八
幡
の
境
内
に
別
祉
脅
奥
し
一
明
・
申
畠
・
長
凶
・
巾
山
・
町
跨
・
日
用
・
草
木
・
日
下
川
・

竹
君
鋪
之
、
首
一
小
者
左
安
紛
之
、
忠
節
録
制
妙
者
一
句
集
に
、
『
加
賀
闘
争
・
泊
る
と
て
、
熊
坂
が
ゆ
か
り
や
一
て
、
熊
川
の
紳
織
-P・
利
。
、
之
脅
箆
土
耐
と
し
た
と
一
谷
制
・
荒
屋
・
問
後
名
の
十
流
ヶ
村
荷
含
ん
で
腕
た
。

也
。
』
と
あ
る
。
熊
坂
口
は
越
前
金
棒
か
ら
加
賀
の
熊
一
い
つ
の
玉
祭
。
』
一
徳
へ
て
阿
る
。
式
内
等
硲
祉
担
に
も
『
熊
川
一
柳
世
。
一
笛
木
八
嶋
世
記
に
は
熊
野
郷
に
作
る
。

坂
に
向
か
ふ
口
と
見
え
る
。
一
ク
マ
ザ
カ
バ
シ
熊
一
敬
語
金
禅
譲
諾
に
、
『
熊
一
式
内
一
座
、
板
棒
郷
熊
山
川
村
銀
座
之
一
路
、
巾
古
路
繁
一
タ
マ
ノ
ガ
ハ
熊
野
川
鹿
島
阿
部
品
百
の
三
柑
尾
山

ク
マ
サ
カ
ゴ
Z

熊
坂
越
江
沼
郡
に
在
る
o
笈
一
坂
鶴
、
東
御
妨
繊
細
ば
た
』
と
あ
る
0

掛
川
政
巾
は
惣
一
利
洪
水
o
駐
日
明
村
訴
悉
流
失
。
日
民
合
a

併
主
最
一
.
か
ら
渡
し
て
、
熊
野
舗
一
れ
不
動
一
樹
を
な
し
、
熊
野

鼠
紀
聞
に
、
今
大
現
寺
町
か
ら
左
の
山
や
・
煎
坂
越
と
一
締
抑
制
の
橋
で
あ
る
か
ら
、
織
爪
に
橋
番
人
が
阿
佐
し
一
村
叩
故
鑓
目
盛
祉
隙
於
吉
原
八
附
之
枇
地
一
也
。
』
と
見
一
川
の
下
流
は
弁
凶
・
東
馬
場
を
過
ぎ
て
濁
川
に
柁
仁
。

い
ふ
と
見
え
て
、
熊
坂
の
部
務
官
経
て
越
前
に
入
る
一
た
。
橋
名
の
来
同
は
不
明
で
あ
ろ
が
、
組
鼠
抱
に
、
一
え
る
。
白
山
記
に
は
、
熊
仰
の
硲
祉
の
こ
と
を
『
熊
一
流
棋
穴
粁
。

道

路

で

あ

る

。

一

古

へ

今

の

橋

替

の

既

に

熊

坂

と

襲

名

す

ろ

男

諮

が

同

一

m、
製
』
と
殺
せ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
裂
は
柴
生
で
、
一
タ
マ
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
熊
野
締
結
羽
咋
郡
谷
跡
に

タ
マ
サ
カ
シ
ョ
ウ
熊
援
産
江
沼
郡
に
在
っ
た
o
一
た
か
ら
名
づ
け
た
と
あ
る
o

一
誕
生
は
古
へ
の
熊
川
村
の
涯
遜
だ
か
ら
刺
混
じ
た
も
一
鎮
座
す
る
。
式
内
等
萄
駐
記
に
、
『
熊
野
跡
祉
o
熊
野

総
永
三
年
四
用
の
東
鏡
に
見
え
て
平
籾
脱
室
家
領
で
一
タ
マ
ザ
カ
ヤ
マ
熊
坂
山
江
泊
榔
熊
坂
の
山
や
・
一
の
と
思
は
れ
る
。
一
郷
谷
跡
村
銀
座
。
萄
侍
云
。
往
昔
熊
野
一
郷
之
惣
枇
。

あ
っ
た
o
後
宜
秋
門
院
領
と
な
っ
て
閲
白
藤
原
道
家
一
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
源
平
時
袋
記
祢
永
六
年
五
月
二
一
タ
マ
ノ
熊
野
以
来
郡
川
限
川
郷
に
臆
す
る
部
一
一
鈍
打
村
熊
野
枇
之
本
祉
也
o
』
と
あ
る
。

に
説
。
、
道
家
は
九
傍
観
尼
に
奥
へ
て
宣
仁
門
院
に
一
日
卒
家
が
加
賀
凶
に
攻
入
っ
た
僚
に
、
『
先
陣
は
安
宅
一
務
。
産
土
耐
に
熊
町
祉
が
あ
る
が
、
祉
披
に
依
る
品
一
タ
マ
ノ
ダ
キ
熊
野
灘
鹿
島
郡
井
出
な
る
二
一
地

殻
ら
し
め
た
。
文
東
稿
紀
年
録
に
、
『
弘
安
二
年
庚
辰
一
に
つ
け
ば
、
後
陣
は
黒
崎
・
橋
政
・
迫
観
・
鐙
鎚
・
熊
坂
一
名
か
、
品
名
に
依
っ
て
勅
総
し
た
祭
静
か
は
、
容
易
一
山
の
麓
に
懸
る
穣
布
で
、
下
硫
熊
野
川
と
な
る
。
瀧

五
月
晦
日
平
時
宗
一
殺
害
一
平
一
。
鎗
=
加
賀
一
熊
坂
庄
子
東
一
山
・
謹
捕
・
牛
山
ヶ
原
ま
で
列
た
り
云
々
o
b
と

見

え

る

こ

に

判

断

で

き

ぬ

。

一

に

近

〈

不

動

堂

あ

る

が

放

に

、

不

動

湖

と

も

名

づ

け

稿
己
康
正
二
年
遺
内
袈
段
銭
持
閥
役
引
付
に
、
『
四
一
タ
マ
ザ
ハ
ヒ
ョ
ウ
ゴ
熊
渇
兵
庫
小
学
M

民
次
郎
、
一
タ
マ
ノ
イ
熊
臨
熊
股
は
加
賀
白
山
の
盗
青
白
一
る
。

賞
百
十
五
文
千
秩
刑
部
少
翰
殿
賀
州
熊
坂
庄
段
銭
。
』
一
奨
滋
の
入
。
突
は
誘
左
衛
門
。
兵
隊
究
機
巾
浅
野
幸
一
山
熊
胞
と
携
し
て
上
品
と
す
る
と
い
ふ
。
山
議
名
謹
一

文
隆
涼
軒
目
録
寛
正
二
年
卯
周
サ
日
の
僚
に
、
『
東
扇
一
長
に
仕
へ
、
二
千
石
荷
受
け
、
征
締
の
役
に
従
軍

L
、
一
附
曾
に
い
ふ
。
『
熊
胎
は
加
賀
売
上
品
と
す
。
越
後
・
一

寺
領
賀
州
熊
坂
庄
関
節
奥
伊
勢
術
後
入
道
訴
諭
之
一
長
践
の
時
大
坂
の
役
後
功
売
以
て
太
万
一
口
説
び
に
一
越
巾
・
出
羽
に
出
づ
る
物
是
に
毘
ぐ
。
加
賀
に
上
品
一

一

一

ヂ

一

事
、
以
寺
家
池
利
之
紋
鵡
円
安
伺
之
。
』
な
ど
L
見
え
一
様
八
百
.
石
そ
加
へ
ら
れ
た
。
後
事
に
よ
り
て
流
浪
し
二
と
す
ろ
も
の
一
一
一
続
、
黒
採
・
寂
粉
桜
・
税
滞
緩
是
な
一

る
。
こ
の
庄
践
は
江
沼
恵
稿
に
、
元
利
年
中
起
に
熊
一
括
永
三
年
前
問
利
常
に
仕
へ
て
一
一
一
千
六
宵
.h札
胃
腸
は
一
・
り
。
巾
に
も
波
泊
総
最
勝
れ
り
。
是
は
夏
臨
・
冬
臆
一

坂
庄
大
理
寺
村
と
あ
る
こ
と
そ
自
記
す
る
が
、
そ
の
後
一
り
、
次
い
で
魚
設
誠
一
許
-P・
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
病
に
遜
一
と
い
ひ
、
取
る
時
節
に
よ
っ
て
名
を
異

ク
マ

っ
た
。
越
脅
賀
三
州
志
故
越
考
に
い
ふ
。
一
熊
坂
村
都

内
吉
悶
村
よ
り
巴
の
方
に
詰
る
。
弘
治
元
年
朝
食
宗

摘
賀
賊
を
間
取
っ
た
時
、
越
終
期
江
巾
務
・
ポ
.
割
以
忠
こ
の

鍵
や
・
焼
い
て
山
路
大
沼
市
寺
へ
攻
入
b
、
文
加
賀
古
跡

考
に
は
一
技
大
将
後
際
才
兵
衛
が
こ
L
に
阿
た
と
あ

る
と
。

熊
坂
按

江
沼
郡
熊
坂
に
在

タ
マ
ノ
タ
=

屈
す
る
部
務
。

タ
マ
ノ
ノ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
熊
野
の
綾
曇
観
閲
=

軍
部
熊
野
の
興
宗
東
滋
光
築
寺
境
内
に
在
っ
て
、
其
-

の
中
最
も
大
き
い
も
の
は

H
廻
り
回
米
八
で
、
お
さ
=

は
一
一
米
を
測
り
、
そ
の
外
に
も
向
日
週
間
米
五
、
=

=
一
米
六
の
も
の
が
あ
る
。
樹
齢
に
つ
い
て
は
詳
か
で
=

な

い

。

-

。


